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	中村

	南山苑２Ｆへの苦情

問題点

· リネン庫の電気が暗い

⇒改善策　　　リーダーがフロア全体をみて電気が切れているところはすぐに朱夏へ依頼する

· 上村ツエ様の義歯ケースに三輪シウ様の義歯が入っていた

⇒改善策　　　義歯を集める際や、洗う際は義歯の名前を確認する

· 2Ｆスタッフの対応が悪い　（長根ミチ様のご家族より）

　　　　　　　　･ＳＳに誰もいない為出入りしづらい

　　　　　　　　･家族から声をかけないと状態を教えてくれない

　　　　　　　　･家族や利用者様に対し気遣いがない

　⇒改善策　　ご家族と接し、苑での様子を伝える

· （佐々木きわ様のご家族より）　車椅子が小さい

⇒改善策　　本人の名前を貼り、専用車椅子を作る（１１月7日ご家族へ報告）

・（米谷トクエ様のご家族より）　　チェストにトレーニングパンツが捨ててあり、パンツをはいていなかった

　⇒改善策　　・朝・昼・夜のトイレ誘導メンバーにし居室をチェックする　

　　　　　　　・パットは外し、トレパンでも脱ぐようならパンツで対応する（１１月18日御家族へ報告）

･現在取り掛かること

· 壊れている車椅子は破棄し、新しく発注する

· 常時車椅子が必要な方以外は、身体機能（座位保持・立位保持が可能かどうか）やその日の状態・本人の意思を考慮し、車椅子から椅子へ移動する。
· １９日までに各自、食事のグループメンバーを考えてみる　
· 水・土の特浴が多い為、入浴メンバーを再度見直す（入浴担当者）
· ＳＳで清拭作りを行い、不衛生である　→感染委員で話し合う　

· 木村タケ子様、船場チエ様がポータブルに排泄がない為撤去する→１１月１３日実施済み。
· 高橋フジ様がポータブルに衣類を詰めていたことから、巡回し様をみる→ポータブルは撤去し、こまめにトイレへ誘導
· 橋本カン様にポータブルを設置する→状態観察
･連絡事項

· 苦情がきたらその日の内にミーティングを行い、すぐに対応できるようにする

· 10時45分からミーティング開始

· 事故報告書は発見者とその日のリーダーが一緒に主任・課長に報告・提出する

· 家族対応の衣類確認の手順・言葉使いのマニュアルを作成した為、各自確認する（13日から開始）
　　　　　　手順　①家族が来た際、衣類を持ち帰るか確認

　　　　　　　　　②利用者様と団欒している間に、職員が苑衣類が混ざっていないか、名前無しではないか等確認

　　　　　　　　　③その場合家族に確認していただく
　　　　　　　　　


会議録　　（重度痴呆対応介護部門　　中等度痴呆対応介護部門　　通所リハビリテーション）

確認した際は丸印を御願いします。

